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新型コロナウイルスの事業への影響

2

製造・購買・物流
インド(ダイアライザ工場) ：既存ラインは通常稼働を回復

新規ラインの追加工事は8月に再開し、ライン稼働は2022年1~3月開始予定
上記以外の国内外工場 ：通常稼働

販売
透析用医療機器 ：ダイアライザは欧州とアジアで堅調、米国で減少傾向、中国は3Qより対前年を上回る
循環器用医療機器 ：3Qより売上は対前年並みに回復
外科用医療機器 ：補助人工心臓・人工肺の販売が増加
医療用消耗品 ：国内および北中南米での手袋・マスク・ガウンなどの消耗品販売増加は継続
自社医薬品 ：感染症経口薬(外来用)、抗菌注射薬(手術用)ともに販売は回復傾向
受託医薬品 ：GE品、先発/長期収載品、OTC品ともに販売は回復傾向
ファーマパッケージング ：ワクチン向けバイアルとシリンジ、生地管の販売は国内外問わず堅調

臨床試験
臨床試験の実施や承認申請への大きな影響はなし

「CocoronⓇ」(テレメトリー式心電送信機)の販売開始(10月8日)
患者さまの心拍変化に応じて自動的に心拍数測定から心電測定に切り替えることも可能

「ニプロハートラインTM」(オンライン診療・服薬指導)のリニューアル(12月8日)
医療関係者向け情報サイトを新設、決済機能や予約機能を充実化



2020年度3Q 業績
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(億円）

 売上高 コロナの影響度も低下し、四半期毎の売上は増加傾向

 営業利益 売上総利益率は安定し、販管比率が抑えられていることから、
四半期毎の営業利益率は増加傾向

 経常利益 営業利益の増加により四半期毎の経常利益率は増加傾向

 当期純利益 有価証券売却益を計上するも、2Qの米国訴訟の特損を
カバーできず、対前年で4.8億円の減益

（※2）為替差損
2019年度3Q 18.9億円
2020年度3Q 14.6億円

(※1)

(※2)

（※1）売上総利益への
未実現利益の影響額

2019年度3Q △ 7.6億円
2020年度3Q 2.1億円



損益比較 為替影響控除
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(億円）



事業セグメント別 売上高・営業利益
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(億円）

 医療事業 北中南米でのダイアライザは販売が減少するも、透析機器は2Qから、カテーテル・注射針関連は
3Qから前年並みの販売に回復したこと、北中南米および国内での手袋・マスク・ガウンなどの
販売も好調であることから、売上・利益ともに増加。

 医薬事業 リュープロレリンの販売が増加し、感染症経口薬(外来用)や抗菌注射薬(手術用)は

回復傾向にあるものの、売上・利益ともに減少。

 ﾌｧｰﾏﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞ事業 米国・欧州・国内でのバイアルやシリンジの販売増加により、

売上・利益ともに増加。



セグメント業績 - ①医療関連事業（国内）

6

(億円）

医療機器 ダイアライザ、透析関連製品は堅調、透析装置は2Q以降需要が前年並みに回復。
カテーテルは3Qから売上が前年並みに回復。
注射針・輸液・検査・糖尿病関連は、1・2Qともに売上が減少していたが、3Qより前年並みに回復。
人工心臓・人工心肺などの外科用製品および手袋・マスク・ガウンなどの消耗品は引き続き堅調。

国内医薬 感染症経口薬(外来用)・抗菌注射薬(手術用)ともに販売は3Qより前年並みに回復。



セグメント業績 - ①医療関連事業（国際）
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(億円）

OEM セーフタッチPSVの販売が減少。

ニプロブランド ダイアライザはコロナの影響が継続し米州で減少傾向、中国では3Q以降堅調。

透析機器は継続して軟調。北中南米での手袋やマスク・ガウンなどは堅調。



セグメント業績 - ②医薬関連事業
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（億円）

ジェネリック品 リュープロレリンの新ライン立ち上げにより、3Qから販売が増加。

先発/長期収載品 感染症経口薬(外来用)、抗菌注射薬(手術用)は累計で前年を下回っているが、3Q以降回復傾向。

OTC/原薬 インバウンドのOTC貼付剤注文が減少したことにより累計で前年を下回っているが、2Q以降回復傾向。



セグメント業績 - ③ファーマパッケージング事業
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(億円）

日本 バイアルの販売が増加。

海外 米国・欧州でのワクチン向けバイアルやシリンジの販売が増加。



セグメント別製品群の売上高
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(億円）

(※1) (※2) 

(※3) 

(※1)  自社ジェネリック医薬品

(※2)  受託製造医薬品

(※3)  注射針類、輸液関連製品、検査製品



製品分類表
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製商品別売上高
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(億円）



地域別売上 売上高・構成比
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(億円）

【地域別売上高】

【地域別売上構成比】



為替感応度
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【1円変動による年間影響額】 (億円）

【期中平均レート】



販売費および一般管理費
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(億円）

 販売費および一般管理費
旅費交通費 出張の削減により減少
販促費 営業活動の縮小により減少
償却費 再生医療研究所の開発装置と

中南米での透析センター買収に
伴うのれん償却により増加

 研究開発費
医療 前年と同水準で推移
医薬 新規製剤の開発費用が増加

(億円）

【研究開発費(連結)】

2019年度

3Q

2020年度

3Q

2020年度

予想

医療 62.2 62.7 81.0

医薬 64.0 72.8 91.5

合計 126.2 135.5 172.5



設備投資額・減価償却費
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(億円）

（※）設備投資額は検収ベース

 設備投資額
新型コロナウイルスの影響でインドのダイアライザ製造ラインの工期遅れが発生したものの、再生医療への
投資168.4億円により全体の投資額は増加。

 減価償却費
再生医療事業と中南米の透析センター買収に伴うのれんの償却費が対前年で増加

2019年度

3Q

2020年度

3Q

2020年度

予想

2019年度

3Q

2020年度

3Q

2020年度

予想

医療関連 273.4 294.1 353.0 172.9 135.9 171.5

医薬関連 36.7 67.7 181.0 120.9 90.5 127.0

ファーマパッケージング 49.6 28.0 40.0 43.1 30.9 38.0

その他 132.8 12.5 22.0 49.7 37.3 53.5

合計 492.6 402.4 596.0 386.8 294.8 390.0

設備投資額　(※) 減価償却費



主要会社別 期中の設備投資
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(億円）

会社名 金額 主な内容

ニプロ(株) 210.0

再生医療　　　　　　　　　      168.4  再生医療製品製造設備

大館工場　                          9.6　ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞ関連設備、第二拡張用地

愛知工場　 　　　　　　　　　　 　　5.6　ﾍﾞｽｷﾁﾝ製造設備

ニプロファーマ(株) 57.3

伊勢工場　16.9　QC棟実装工事　等

埼玉工場  14.3  錠剤用UVﾚｰｻﾞｰﾏｰｷﾝｸﾞ装置  等

大館工場　12.7　ｼﾘﾝｼﾞ組立機、K棟保冷庫建設工事　等

鏡石工場  12.1  第一固形剤棟増築部生産設備　等

ニプロメディカルコーポレーション 39.5 透析機械及び透析施設　等

ニプロ医工(株) 17.9 近藤工場増改築工事関連、特殊針自動組立装置　等

ニプロベトナム 14.0

押出・成形用生産設備　6.9

PSV用生産設備　　　　　2.7

血液回路用生産設備　　1.9

滅菌関連設備　　　　　　 1.2　等

ニプロファーマパッケージングジャーマニー 13.9 バイアルの製造設備　等



本資料における予測数値等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能
な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいています。

実際の業績等は今後の様々な要因により、本資料の記載事項と大きく異なる可
能性があります。


